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月齢と気象災害の起日について（第1報）＊

瀬 戸 恒 鋭＊＊

　1．　まえがき

　アメリカで新月，満月の1週間後は雨が多く，1週間

前は雨が少ないという月齢と雨の降り方についての関係

が見いだされた．

　そこで，災害をもたらすような気象現象と月齢との間

にも何らかの関係があるのではないかとこの調査を行な

った．

　2．　資　料

　月齢は神宮暦（1951～1962年）および計算1）（1943～

1950年）によって求めた．そのほか日本気象災害年表

（第17号）・日本気象災害年表（1948～1959年）．理科年

表の気象部門（1960～1962年6月）を資料として用い

た．

　5．調査方法
　資料の範囲において本邦に起こった気象災害（水害に

関係あるもの）の起日を求め，その原因を台風，低気圧

および前線に大別し月齢との関係を求めた．

　4・長崎の大雨と月齢の関係

　1943～1963年において長崎で大雨（大雨注意報の発表

基準70mm以上）の観測された日について月齢との関

係をみると第1図のようになる．
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第2図　アメリカで見出された月齢と降水の関係一
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第1図　長崎の大雨日と月齢の関係（194～1963）

　それによると上弦，下弦付近に大雨の降ることが多

く，アメリカで見いだされた月齢と降水の関係2）（第2

図）と多少のずれはあるが，だいたい同じような傾向が

みられる．

　5．　災害をもたらした気象現象（低気圧，前線）の起
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第3図　月齢と災害の起日（1943～1962年）

日との関係

　低気圧，前線によって，本邦に災害が起こった件数

155回にっいては第3図④のとおりである．

　これと第2図を比較すると，多少のずれと極大の起日

差はみられるが，上弦の頃に災害が多い傾向があるとい

える．

気足

執b　　t　3　占　　　脅　11

bl3

lo！‘

！購

回2

lO　Io

Doa

1：ll

筥燦

で⊂T　i

　　：1

　　11

　　q
　　l　l

　　l　　11Tu“目

　　q　　！1
　　目
　　11

“
l
l
l
l
ll

』9響　　　　少　づ　　ウ　　多　　！ン

睡・　　　　　　　1
13　ぱ　・，L」皿　23溢、31 2量o　l

　　　　h　　　£
　　　　し　　　　　　　　　　い
い　　　　　li　　　　　lい

　　　　““　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　l　l

“　　　　　　　　「　　　　　　　　㌦
ぴ　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　

ケ多少　　ダ 少　　ヲ

1965年11月

「
　1

第4図 月齢別の気圧図（1947～1960）
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　6・　台風により災害が起こった日との関係

　台風の接近，上陸によって本邦に災害が起こつた件数

87回について月齢との関係をみると第3図㊤ようにな

る．

　前項において災害発生の極大は新月のあとにみられた

が，台風災害との関係では満月のあとにみられる．

　次に，台風災害は気圧のはげしい変化と関係するから

月齢別の気圧変化と比較してみた．宮崎における月齢別

の気圧変化3）を示すと第3図のとおりである．これと第

3図◎を比較すると気圧の低極は災害の高極とだいたい

逆位相を示していることがわかる．

　7．　ま　と　め

　第3図◎に低気圧，前線，台風による気象災害の起日を

示すが，上弦，下弦のころに災害が多いことがいえる．

　8．　む　す　び

　気象災害は上弦，下弦のころによく起こっていること

がわかった．この結果はアメリカで見い出されたものと

大体一致しているが，今後資料を整理して再検討した

い．
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昭和41年度日本気象学会賞，藤原賞候補者推薦について

日本気象学会賞・藤原賞候補推薦委員会

　昭和41年度学会賞，藤原賞の推薦について一部の会員

には下記の依頼文をお届げしましたが，一般会員の方か

らも御意見があればふるって御推薦をお願いします．な

お推薦用紙は学会事務局にありますから御請求下さい．

（前略）

　私ども（下記）はこのたび昭和41年度日本気象学会賞

および藤原賞候補推薦委員に命ぜられましたが，つきま

しては両賞の審査の資料として各関係分野での，それぞ

れの適当候補者（共同班究を含む）1名を御推薦いただ

ければ有難く存Uます．日本気象学会賞（副賞付）は

「原則として前5ケ年間の気象集誌に発表された論文を

審査してその中から気象学に関し，重要な研究をなした

者」を，また藤原賞（副賞付）は「気象学の応用に関す

る調査，研究，総合報各，著述等により，日本の気象学

および気象技術の向上に寄与した者」をそれぞれ候補者

として推薦委員会が選び，理事長はこれを「常任理事会

にかけ，全理事に対し，無記名によってその可否を投票

させ」て選定されるものでありまして，参老までにこれ

までの受賞者氏名をあげれば別紙の通りであります．御

推薦は別紙候補者推薦用紙に御記入の上，勝手ながら，

昭和40年12月15日までに下記推薦委員会宛御送り頂げれ

ば幸に存じます．

　送附先　東京都文京区弥生2丁目

　　　　　東京大学地球物理学教室　柳井　気付

　　　　　日本気象学会賞・藤原賞候補者推薦委員会
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昭和41年度学会賞・藤原賞推薦委員会構成

　　　　　北岡龍海（委員長）
　　　　　孫野　長　治

　　　　　高橋浩一郎
　　　　　小　倉　義　光
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柳井迫雄（幹事）
昭和29年　以降挙会賞受賞者

井上栄一小倉義光
黒岩大助村上多喜雄

沢田竜吉　佐々木嘉和都田菊郎

平尾邦雄田尾一彦須田　建
朝倉　　正

磯野謙治山元竜三郎

北川信一郎　小林正治　伊藤　　宏

増田善信

毛利圭太郎小林禎作

駒林　誠笠原　彰
柳井迫雄

荒川昭夫

竹内清秀

樋口敬二
昭和58年　以降藤原賞受賞者
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